
プリオン立体構造変換原理の解明とその制御	

解　説	
	

1.  超音波の照射強度や持続時間を変えることにより、生ずるプリオン凝集
体の‘かたち’や‘大きさ’を制御できることが分かった。	

2.  プリオン病治療薬候補のひとつとして、カルバゾール骨格を有する低分子
化合物を最適化した。	

3.  開発した抗プリオン・リード化合物（ＧＮ８）に対し、生体に投与した場合の
安全性を評価した。	
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平成23年度プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班研究成果	
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３．抗プリオン化合物の安全性薬理試験	

２．抗プリオン化合物の最適化	１．構造変換メカニズムの解明	
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